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㈱

ま

ち

づ

く

り

公

�

社

等

を

是

正

せ

よ

�

　

友
井
和
彦
（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　

�　

外
部
監
察
制
度
を
用
い
公

社
・
公
益
法
人
の
見
直
し
廃
止
を
。

　

牧
田
助
役　

幾
つ
か
の
団
体
に

つ
い
て
、
そ
こ
の
事
務
に
携
わ
っ

て
い
る
者
、
行
政
の
所
管
す
る
部

で
、
ま
ず
議
論
し
て
み
た
い
。

　

�　

㈱
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
社

長
・
牧
田
秀
也
町
田
市
助
役
・
国

及
び
市
の
出
資
金
三
二
億
円
）
へ

の
各
種
利
益
供
与
は
市
民
へ
の
背

任
行
為
で
あ
り
、
速
や
か
に
是
正

を
求
め
る
。

問問

　

牧
田
助
役　

商
業
地
の
中
心
核

を
ど
う
や
っ
て
栄
え
さ
せ
る
か
と

い
う
こ
と
で
、
公
社
が
駐
車
場
を

か
わ
っ
て
つ
く
り
経
営
し
て
い
ま

す
。
荷
さ
ば
き
施
設
も
持
っ
て
い

ま
す
。
町
を
十
分
立
派
な
町
に
し

て
い
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

�　

図
書
館
の
開
館
時
間
延
長

と
開
館
日
数
の
増
加
を
求
め
る
。

　

教
育
長　

開
館
日
数
は
、
年
末

も
二
八
日
ま
で
開
館
す
る
と
か
、

増
加
に
努
め
て
い
ま
す
。
開
館
時

間
延
長
も
今
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

　

藤
田　

学
（
新
世
紀
・
自
民
）

　

�　

生
活
保
護
受
給
者
の
実
態

の
把
握
を
伺
い
、
基
本
的
に
は
自

立
へ
の
支
援
で
あ
る
こ
と
を
、
行

政
も
市
民
も
認
識
を
持
つ
べ
き
と

思
う
が
、
対
策
で
な
く
政
策
を
。

　

健
康
福
祉
部
長　

四
月
か
ら
就

労
促
進
支
援
事
業
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
積
極
的
に
支
援
事
業
を
施

策
と
し
て
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

災
害
時
に
お
け
る
透
析
医

療
活
動
の
対
策
を
求
め
る
。

　

加
島
助
役　

地
域
防
災
計
画
の

問問

見
直
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
透
析

等
特
殊
医
療
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
き
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
も
図
っ
て

い
き
た
い
。
町
田
市
保
健
医
療
計

画
に
お
い
て
も
、
新
た
に
組
み
込

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

�　

「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法

案
」
国
会
成
立
に
あ
た
り
、
改
め

て
町
田
市
の
責
務
を
求
め
る
。

　

加
島
助
役　

国
、
都
と
の
適
切

な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
地
域

の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

生

活

保

護

費

八

〇

�

億

円

へ

、

政

策

は

�
　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

人
工
透
析
が
必
要
な
腎
臓

病
患
者
が
多
く
い
る
中
、
災
害
時

の
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

市
が
作
成
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

加
島
助
役　

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
う
中
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

�　

市
内
外
の
透
析
医
療
施
設

の
連
携
に
ど
う
取
り
組
む
考
え
か
。

　

加
島
助
役　

市
内
三
透
析
施
設

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
対
応
を

見
据
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
働
き

問問

か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
大

学
病
院
連
絡
協
議
会
に
も
災
害
時

の
医
療
連
携
に
つ
い
て
協
議
を
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

三
位
一
体
改
革
や
定
率
減

税
廃
止
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保

障
改
悪
な
ど
、
国
民
負
担
増
政
策

に
よ
る
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

市
長　

具
体
的
に
な
る
段
階
で

そ
の
と
き
の
財
政
状
況
や
市
民
生

活
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
発
言
す

べ
き
も
の
は
発
言
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

問

災

害

時

の

透

析

医

�

療

活

動

の

充

実

を

�

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

四
二
道
府
県
で
踏
み
出
し

た
少
人
数
学
級
の
意
義
、
効
果
を

調
査
し
、
都
に
強
く
実
施
を
要
望

す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　

教
育
長　

東
京
都
に
対
し
、
四

〇
人
学
級
編
制
か
ら
少
人
数
学
級

編
制
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
学
級

編
制
基
準
の
早
期
改
正
を
市
長
会

あ
る
い
は
都
市
教
育
長
会
で
も
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
調
査

で
す
が
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所

の
研
究
成
果
と
か
を
参
考
に
し
て

問

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
独
自
で
調
査
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　

　

�　

新
た
な
道
路
整
備
に
伴
っ

て
生
じ
る
危
険
交
差
点
の
解
消
の

た
め
信
号
設
置
や
安
全
対
策
を
実

施
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　

牧
田
助
役　

信
号
機
等
は
公
安

委
員
会
が
定
め
な
い
と
設
置
で
き

ま
せ
ん
。
設
置
さ
れ
な
い
交
差
点

で
特
に
安
全
対
策
が
必
要
な
箇
所

な
ど
は
、
カ
ラ
ー
舗
装
や
滑
り
ど

め
舗
装
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

問

町

田

市

の

少

人

数

�

学

級

早

期

実

施

を

�

◎ユニバーサルデザイン　【１面】
　「すべての人のためのデザイン」を意味し、年齢や障がいの有無などにかかわらず、最初か
らできるだけ多くの人が利用可能であるようにデザインすること。
◎ＡＥＤ（自動体外式除細動器）（Automated External Defibrillator）【３面】
　心臓停止の状態になった人に、電気的ショックを与え、心臓を正常な動きに戻す機器。除細
動（心臓への電気ショック）が必要かを機器が判断し、救命の手順を音声で指示し、救命行為
が簡単に出来るように作られている。これまで使用は、医師等にのみ認められていたが、２００４
年７月１日から一般市民も使えるようになった。
◎マルチペイメント【３面】
　収納機関と金融機関をネットワークで結ぶことにより公共料金等の各種料金をパソコン、携
帯電話、ＡＴＭ等で支払えるようにするもの。
◎ＥＲ（Emergency Room）【３面】
　緊急救命室。緊急医療、救急医療あるいは救急外来とも訳されている。とくに北米で発達し
た救急医療の体制で、２４時間３６５日、すべての救急患者を断ることなく受け入れ、救急外来（Ｅ
Ｒ）で診断し初期診療を行った上で、入院の必要がある患者は各診療科に回すシステム。

用 語 の 解 説
本文中の青文字の解説です

肝

炎

ウ

ィ

ル

ス

検

�

査

の

周

知

求

め

る

�

　

今
村
路
加
（
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
汚

染
さ
れ
た
「
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
」

は
八
〇
年
か
ら
八
七
年
ま
で
治
療

・
手
術
に
使
用
さ
れ
た
。
厚
労
省

の
公
表
前
に
、
市
民
病
院
で
の
使

用
有
無
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

市
民
病
院
事
務
長　

全
国
で
七

〇
〇
〇
余
り
の
病
院
に
納
入
さ
れ
、

市
民
病
院
で
は
、
八
〇
年
か
ら
八

七
年
の
間
に
六
一
本
納
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
お
む
ね
二
〇
か
ら
三

〇
人
の
患
者
さ
ん
に
使
わ
れ
る
本

問

数
に
な
り
ま
す
が
、
診
療
録
の
保

存
が
、
法
的
に
は
五
年
、
市
民
病

院
は
外
来
五
年
、
入
院
一
〇
年
と

い
う
こ
と
で
、
診
療
録
か
ら
特
定

で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
か
ら
の
申
告
に
対
し
て
、

照
会
が
あ
っ
た
場
合
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
の
検
査
を
お
勧
め
す
る

対
応
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
検

査
に
な
る
と
自
費
に
な
り
ま
す
が
、

市
民
病
院
で
受
け
た
と
い
う
こ
と

も
あ
わ
せ
、
負
担
の
か
か
ら
な
い

よ
う
今
詰
め
て
い
ま
す
。

　

岩
下
正
充
（
公
明
党
）

　

�　

な
ぜ
有
料
化
す
る
の
か
。

実
施
す
る
市
民
負
担
を
い
つ
頃
か

ら
い
く
ら
に
す
る
の
か
。

　

市
長　

願
わ
く
ば
三
月
定
例
会

あ
た
り
に
条
例
化
を
整
え
、
実
施

に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

牧
田
助
役　

有
料
化
の
目
的
、

必
要
性
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源

化
率
の
向
上
、
大
き
く
は
環
境
を

守
る
た
め
で
す
。
額
は
他
市
の
例

も
参
考
に
定
め
て
い
き
た
い
。

　

�　

収
集
方
法
に
改
善
は
あ
る

問問

か
。　
　
　
　
　

　

牧
田
助
役　

可
燃
ご
み
、
不
燃

ご
み
は
、
原
則
戸
別
収
集
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

�　

市
民
理
解
に
つ
い
て
、
現

在
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
今
後
の
予
定
は
。

　

市
長　

い
ろ
い
ろ
と
ご
意
見
な

ど
を
承
り
な
が
ら
ご
み
の
減
量
に

ひ
た
す
ら
進
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

清
掃
事
業
部
長　

コ
ス
ト
に
つ

い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
説
明
会

の
中
で
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

問

ご

み

有

料

化

は

市

民

理

解

が

大

切

�

　

石
井
恵
子
（
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

予
算
・
決
算
の
情
報
公
開
、

透
明
性
、
わ
か
り
や
す
さ
、
身
近

さ
を
実
現
す
る
た
め
の
工
夫
箇
所

を
問
う
。

　

企
画
部
長　

予
算
成
立
後
、
広

報
で
施
策
別
に
解
説
す
る
形
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
財

政
状
況
の
公
表
は
、
決
算
状
況
と

い
う
こ
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。
グ

ラ
フ
を
用
い
る
な
ど
わ
か
り
や
す

い
表
現
な
り
説
明
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

問

　

�　

庁
内
体
操
に
よ
る
職
員
健

康
管
理
効
果
の
見
解
を
問
う
。

　

加
島
助
役　

庁
内
体
操
は
、
職

員
の
健
康
管
理
上
、
よ
り
効
果
的

と
考
え
ま
す
。
職
場
に
あ
っ
た
体

操
を
検
討
し
、
取
り
入
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

�　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
の
普
及
促
進
施
策
を
問
う
。

　

健
康
福
祉
部
長　

第
三
者
評
価

の
義
務
化
の
予
定
な
ど
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
説
明
会
等

普
及
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問問

予

算

書

・

決

算

書
�

を

わ

か

り

や

す

く
�

　

新
井
克
尚
（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　

�　

市
民
か
ら
出
さ
れ
た
請
願

を
議
員
に
反
対
し
て
く
れ
と
所
管

部
長
が
言
っ
た
の
は
間
違
い
な
い

で
す
ね
。

　

建
設
部
長　

車
両
の
通
行
に
関

す
る
業
務
に
つ
い
て
、
受
理
し
た

も
の
を
処
理
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
や
む
を
得
な
い

ん
だ
と
お
話
し
た
結
果
、
請
願
を

不
採
択
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お

願
い
を
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

�　

忠
生
六
三
〇
号
線
道
路
計

問問

画
は
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
書

に
あ
る
内
容
を
叶
え
る
と
い
う
こ

と
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。

　

市
長　

大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、

小
山
田
住
民
や
町
田
市
の
利
便
の

た
め
に
、
こ
の
道
路
は
絶
対
に
必

要
な
道
路
だ
と
い
う
ご
認
識
で
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

建
設
部
長　

具
体
的
に
は
、
陳

情
者
と
お
話
を
し
て
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

一
緒
に
い
い
道
路
を
つ
く
っ
て
い

く
よ
う
に
や
り
た
い
。

議

会

へ

の

根

回

し

�

に

つ

い

て

そ

の

２

�

現在のごみ収集

透析装置（市民病院）


